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平成 30 年 2 月 
東京電力フュエル＆パワー株式会社 

 
川崎火力発電所２号系列２軸，３軸設備増設に係る 

供用時の排ガス中の窒素酸化物の監視結果報告書（２号系列３軸分） 
 
 

１．はじめに 
本報告書は、川崎火力発電所２号系列２軸，３軸設備増設計画に係る環境影

響評価書（以下、「環境影響評価書」という。）の「8.2.4 環境保全措置に係

る環境監視計画」（以下、「環境監視計画」という。）の記載に基づき、川崎火

力発電所２号系列３軸営業運転開始後１年間の排ガス中の窒素酸化物の監視

結果を報告するものである。 
 

２．排ガス中の窒素酸化物の監視結果 
  川崎火力発電所２号系列３軸は、２号系列２軸に続き当社で２台目の

「1600℃級コンバインドサイクル発電（More Advanced Combined Cycle Ⅱ
（MACCⅡ））」設備であり、平成 28 年 6 月 29 日に営業運転を開始した。 
同設備は世界最高水準の熱効率約 61%を誇る高効率機であるとともに、高

性能の予混合型低 NOx 燃焼器と高効率排煙脱硝装置（乾式アンモニア接触還

元法）を採用し、設備面での窒素酸化物排出低減に最大限配慮したものとなっ

ている。 
  窒素酸化物の監視については、環境影響評価書の環境監視計画の記載に基

づき、連続測定装置を設置し、排ガス中の窒素酸化物濃度の常時監視を行っ

ている。窒素酸化物濃度の連続測定データは発生源大気自動監視システムに

より川崎市へ送信しており、川崎市においても窒素酸化物濃度を常時監視で

きる体制となっている。当社は 24 時間体制で窒素酸化物濃度の状況を確認し

ながら安定運転に努めている。 
 
 



2 

供用後１年間、排ガス中の窒素酸化物を監視し、同設備は環境影響評価書

に記載の窒素酸化物排出濃度（定格出力運転時で煙突出口 5ppm 以下）を遵

守した運転が実施されていることを確認した。 
 

３．おわりに 
今後も、排ガス中の窒素酸化物の常時監視や適切な燃焼管理・排煙脱硝装

置管理を行い、MACCⅡの窒素酸化物排出濃度削減に取り組むことで、地球

に優しい火力発電所として安定運転に努めてまいる所存である。 
 

以 上 


